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論 文 内 容 の 要 旨 
本稿では、1997 年 12 月の独占禁止法改正によってその設立が解禁された純粋持株会社（以下、
持株会社）が日本企業の経営戦略上どのような意義と役割を持つのかについて明らかにしたものであ















本稿では、これら 2 点の結論を導出するために、以下の 5 章より理論的証明を試みている。 























論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 













成されており、各章において以上の 2 点に関する理論的分析がなされている。まず第 1 章では、経
営統合を企業再編の一形態としてとらえるとともに、M&A と企業間提携の中間形態として位置づけ
た。第 2 章では、企業が経営統合を選択する理論的根拠として、企業間の組織間学習促進機能を有
することを確認した。第 3 章では、企業が経営統合を選択する際、企業間のコンフリクトを回避・
軽減する効果の有効性を分析した。第 4章・第 5章では、持株会社を戦略的グループ経営に特化し
た本社とすることで、本業も含めて平等な視点で戦略的グループ経営を行うことができる点を解明
した。以上のとおり、本論文は企業が現在直面している課題に対して、持株会社がいかなる機能を
発揮できるかについて理論的解明を試みた画期的な論文であると高く評価することができる。導か
れた結論が具体的事例で検証できるかどうかに関して未熟な点がみられるものの、それは今後の本
論文の課題でもあり、論文の内容の評価を損ねるものではない。審査委員会は全員一致で博士(経営
学)の授与に値する 
 
